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【研究の背景・目的】 

本研究は、近年生産性を向上させる重要な要素として

認識されている無形資産について、マクロ、産業、企業

レベルでの包括的な研究を目指し、経済、産業及び企業

の成長要因を探ることを目的とする。マクロ・レベルで

は、無形資産投資の計測を国際比較可能なものとした上

で、マクロ経済への影響を推計する。産業レベルでは、

マクロ・レベルでの計測結果を利用し、産業別の無形資

産蓄積と各産業への成長効果を計測する。そして企業レ

ベルでは、組織管理や人的資源管理の定量化と企業パフ

ォーマンスへの影響を見ると同時に、無形資産投資と資

金調達の関係を研究し、結果をマクロ・レベルの研究に

反映させる。 

 

【研究の方法】 

本研究では、研究対象をマクロ、産業、企業の各

レベルに分けて行う。最初にマクロ・レベルで無形

資産投資の計測を精緻化する作業を行い、その結果

をマクロ経済への効果測定と産業レベルの無形資

産推計及び企業レベルでの無形資産投資と企業パ

フォーマンスの関係を調べる推計に利用する。一方、

企業レベルのインタビュー調査で得られた結果に

ついてもマクロ・レベルでの推計にフィードバック

し計測の改訂を行う。研究成果については、マクロ、

産業レベルについては、無形資産の計測方法を巡る

国際コンファレンスを行い、推計方法について国際

的な相互検証を行う。一方、企業レベルでは、日韓

の共同インタビュー調査の結果をもとに中間的な

国際コンファレンスを経て、最終的には欧米の企業

における無形資産の役割との比較も含めた国際コ

ンファレンスを開き、研究成果の報告を行う。 

 

【期待される成果と意義】 

マクロ・レベルでの無形資産投資の計測は、すでに多

くの先進国で進められているが、アジアでは日本のみで

あり、今後この分野でアジアをリードしていくことがで

きる。また日本は欧米に比して豊富なデータを有するた

め、本研究は、欧米先進国でも試みられていない産業レ

ベルでの無形資産投資の計測を視野に入れている。企業

レベルでの人的資源管理及び組織管理に関する研究は、

Bloom and Van Reenen (2007)で米英独仏4カ国の製造

業に関する分析が行われている。これに対して我々のイ

ンタビュー調査は、サービス業も含み、かつ日本と韓国

というアジアの企業を対象としている点で意義がある。

さらにインタビュー調査を改良させることにより、アジ

ア企業の特性を反映したユニークな研究が期待できる。

また資金調達と無形資産投資の関係を調べる研究につ

いては、これまで無形資産投資を研究開発投資に限った

ものとしては見られるが、無形資産を包括的に捉えて資

金調達との関係を調べた研究はなく、その意味で本研究

の意義は大きい。 
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